平成15年度　第1回　デジタル３種　基礎科目

電 気 通 信 技 術 の 基 礎 
第1問　次の各文章の（　　）内に、それぞれの解答群の中から最も適したものを選び、その番号を記せ。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  (小計20点)
(1)　図－1に示す回路において、抵抗R1に加わる電圧が18ボルトのとき、R1は、（　ア　）オームである。ただし、電池の内部抵抗は無視するものとする。　　　　　　　　　　　　　　　  (5点)
	　①　2　　②　6　　③　8　　④　12　　⑤　20
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(2)　図－2に示す回路において、交流電流が4アンペア流れているとき、この回路の端子ａ－ｂ間に現れる電圧は、（　イ　）ボルトである。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(5点)
	　①　56　　②　78　　③　80　　④　96　　⑤　112



[image: image2.wmf]X�@=16ƒ¶

‚�

‚‚

�}�|‚Q

C

R=12ƒ¶


(3)　平行電極板で構成するコンデンサの静電容量を大きくする方法の一つに、（　ウ　）がある。

(5点)
	　①　電極板の金属を変える方法

　②　電極板の面積を小さくする方法

　③　電極板間に誘導率の値が大きい物質を挿入する方法

　④　電極板の間隔を大きくする方法


(4)　Rオームの抵抗にIアンペアの電流をt秒間流したときに発生する熱量は、（　エ　）に比例する。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(5点)
	　①　
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第2問　次の各文章の（　　）内に、それぞれの解答群の中から最も適したものを選び、その番号を記せ。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(小計20点)
(1)　4価のシリコン真性半導体に、ドナーとして5価のリンを微量加えると共有結合により自由電子が発生する。自由電子をキャリアに用いる半導体は、（　ア　）形半導体といわれる。　　　(4点)
	　①　N　　②　O　　③　P　　④　T


(2)　図－1に示す波形の入力電圧VIを（　イ　）に示す回路に加えると、出力電圧VOは、図－2に示すような波形となる。ただし、ダイオードは理想的な特性を持ち、|V|>|E|とする。　(4点)
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(3)　トランジスタのエミッタ接地増幅回路における（　ウ　）電流とベース電流との比は、直流電流増幅率といわれる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(4点)
	　①　エミッタ　　②　ゲート　　③　コレクタ　　④　カソード


(4)　定電圧ダイオードは、ツェナーダイオードともいわれ、ダイオードに（　エ　）の電圧を加え増加させていったとき、ある電圧値以上で電流は急激に増大するが、そのときの端子電圧は一定に保たれる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(4点)
	　①　順方向　　②　逆方向　　③　パルス状


(5)　トランジスタ等のバイアス回路は、動作点の設定を行うために必要な（　オ　）を供給する回路である。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(4点)
	　①　交流電流　　②　直流電流　　③　バイパス信号　　④　入力信号　　⑤　コレクタ電圧


第3問　次の各文章の（　　）内に、それぞれの解答群の中から最も適したものを選び、その番号を記せ。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 (小計20点)
(1)　10進数の116を8進数に変換すると（　ア　）になる。　　　　　　　　　　　　　　 (5点)
	　①　107　　②　136　　③　164　　④　172　　⑤　274


(2)　次の論理関数Xは、ブール代数の公式等を利用して変形し、簡単にすると、（　イ　）になる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(5点)
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(3)　図－1の論理回路において、Mの論理素子が（　ウ　）であるとき、入力a及び入力bの論理レベルと出力cの論理レベルとの関係は、右の真理値表で示される。　　　　　　　　　　　(5点)
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(4)　図－2の論理回路は、入力a及び入力bの論理レベルと出力cの論理レベルとの関係から、（　エ　）回路に置き換えることができる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(5点)
	　①　NOR　　②　OR　　③　NAND　　④　AND　　⑤　NOT
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第4問　次の各文章の（　　）内に、それぞれの解答群の中から最も適したものを選び、その番号を記せ。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 (小計20点)
(1)　図に示す電気通信回線への入力電力が300ミリワット、その伝送損失が1キロメートル当たり0.8デシベル、増幅器の利得が22デシベルのとき、電力計の読みは、（　ア　）ミリワットである。ただし、入出力各部のインピーダンスは整合しているものとする。　　　　　　　　　　　　(5点)
	　①　24　　②　30　　③　150　　④　290
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(2)　通信線路の特性は、使用される往復導体の単位長さ当たりの抵抗とインダクタンス、漏れコンダクタンス及び（　イ　）の四つの要素によって決まるが、これらの四つの要素は、線路の1次定数といわれる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(5点)
	　①　位相定数　　　②　不整合減衰量　　③　特性インピーダンス

④　動作減衰量　　⑤　静電容量


(3)　特性インピーダンスがZ1の通信回線に負荷インピーダンスZ2を接続する場合、Z1とZ2の関係が（　ウ　）のとき、接続での反射による伝送損失はゼロになる。　　　　　　　　　　　(5点)
	　①　
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(4)　伝送路の両端に接続し端末装置の入出力インピーダンスがすべて等しいとき、送信側の端末装置の出力電力と受信側の端末装置の入力電力との比が4であれば、これらの出力電圧と入力電圧の比は、（　エ　）である。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(5点)
	　①　
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第5問　次の各文章の（　　）内に、それぞれの解答群の中から最も適したものを選び、その番号を記せ。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(小計20点)
(1)　振幅変調によって生じた上側波帯と下側波帯のいずれかを伝送する方法に使用される変調方法は、（　ア　）変調方式といわれる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(5点)
	　①　DSB　　②　SSB　　③　VSB


(2)　複数電話回線の音声信号を周波数分割方式により多重化するには、各電話回線の音声信号でそれぞれ異なった周波数の搬送波を（　イ　）する必要がある。　　　　　　　　　　　　　　(5点)
	　①　コード化　　②　同　調　　③　離　調　　④　変　調


(3)　音声信号をPCM方式を用いて伝送する場合、PCM信号の元の音声信号は、PCM信号を復号して（　ウ　）信号に戻したパルス列を、低域フィルタに通して取り出すことができる。　　(5点)
	　①　PAM　　②　PPM　　③　PNM　　④　PWM　　⑤　PTM


(4)　光ファイバ伝送方式では、搬送波のスペクトラムに幅があるので、光を（　エ　）変調することにより信号を伝送する方法が一般的である。

	　①　周波数　　②　強　度　　③　位　相


解答

第1問（ア）②　（イ）③　（ウ）③　（エ）⑤

第2問（ア）①　（イ）③　（ウ）③　（エ）②　（オ）②

第3問（ア）③　（イ）⑤　（ウ）①　（エ）③

第4問（ア）②　（イ）⑤　（ウ）③　（エ）④

第5問（ア）②　（イ）④　（ウ）①　（エ）②

_1116315931.unknown

_1116318784.bin

_1116664192.bin

_1116664206.bin

_1116319196.bin

_1116319877.bin

_1116320260.bin

_1116319490.bin

_1116318955.bin

_1116316906.unknown

_1116316991.unknown

_1116317247.unknown

_1116317274.unknown

_1116316952.unknown

_1116316851.unknown

_1116311008.unknown

_1116315872.unknown

_1116315893.unknown

_1116315832.unknown

_1116315858.unknown

_1116311033.unknown

_1116310951.unknown

_1116310984.unknown

_1116310925.unknown

